
４
面
下
段
よ
り

賛
成

反
対

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

馬
場
　
保
　
議
員

着
陸
経
路
上
に
位
置
す
る
本

市
上
空
を
着
陸
態
勢
で
低
空
飛

行
す
る
こ
と
や
、
何
ら
か
の
事

情
で
滑
走
路
に
着
陸
で
き
な
い

際
に
旋
回
飛
行
す
る
こ
と
は
、

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

最
低
飛
行
高
度
規
制
が
守
ら

れ
て
お
ら
ず
、
市
内
上
空
で
の

旋
回
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

日
米
合
同
委
員
会
の
合
意
を

守
ろ
う
と
し
な
い
米
軍
と
日
本

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
で
は

飛
行
回
数
の
増
加
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
周
辺
住
民
へ

の
十
分
な
配
慮
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
支
援
な
ど
に
、
国
や
米
軍

が
今
以
上
に
力
を
入
れ
る
よ
う

要
望
し
、
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
賛
成
す
る
。

政
府
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
役
割

で
あ
る
。

地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ

き
、
市
民
の
声
を
意
見
書
と
し

て
、
議
会
の
意
思
で
、
関
係
行

政
機
関
に
提
出
す
べ
き
で
あ
り
、

本
陳
情
を
不
採
択
と
す
る
委
員

長
報
告
に
反
対
す
る
。

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

うまくキャッチできるかな

質
問　

令
和
３
年
度
の
歳
入
に

つ
い
て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
３
波
と
も
と

れ
る
状
況
の
中
、
市
税
等
の
見

通
し
は
。
②
こ
れ
ま
で
着
実
に

基
金
を
積
み
立
て
市
債
を
減
ら

し
て
き
た
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

①
個
人
市
民

税
、
法
人
市
民
税
に

お
い
て
は
、
非
常
に

厳
し
い
も
の
と
捉
え

て
い
る
。
②
こ
れ
ま

で
以
上
に
基
金
と
市

債
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
意
し
た
、

中
長
期
的
な
視
点
で
の
財
政
運

営
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

市
長
は
、
新
し
い
昭
島

の
未
来
に
向
け
、
鋭
意
邁
進
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
今
後
、

行
財
政
運
営
に
お
い
て
、
市
が

と
る
べ
き
対
応
と
対
策
は
。

答
弁　

財
政
環
境
が
危
機
的
状

況
に
あ
る
中
、
厳
選
し
た
施
策

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な

る
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
執

行
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

災
害
対
策
に
つ
い
て
、

①
市
民
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

更
に
有
効
利
用
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
周
知
徹
底
し
て
い
く

の
か
。
②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
、

多
摩
川
や
残
堀
川
の
流
れ
や
速

さ
は
表
記
で
き
な
い
の
か
。
③

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
、

コ
ロ
ナ
禍
の
様
子
を
注
視
し
な

が
ら
、
講
習
会
等
を
開
き
、
市

民
に
周
知
徹
底
し
て
は
。

答
弁　

①
自
主
防
災
組
織
等
へ

の
防
災
講
話
等
の
機
会
を
捉
え
、

活
用
方
法
を
普
及
・
啓
発
し
て

お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
実
施

し
て
い
く
。
②
表
記
す
る
こ
と

は
困
難
だ
が
、
他
自
治
体
の
状

況
等
も
踏
ま
え
、
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。
③
３
密
を
避
け
、

実
施
で
き
る
少
人
数
で
の
講
習

会
等
の
開
催
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

空
き
家
で
、

倒
壊
し
そ
う
な
家
屋

や
、
樹
木
が
鬱
そ
う

と
し
た
庭
が
存
在
す

る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

答
弁　

策
定
中
の
空
家
等
対
策

計
画
で
、
対
策
を
記
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
う
心
の
ケ
ア

に
つ
い
て
、
民
間
の
関
係
機
関

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
１
人
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
も
聞
き
漏
ら
さ
ず
、
受

け
止
め
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

①
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
相

談
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
の

か
。
ま
た
、
相
談
体
制
の
現
状

は
。
②
精
神
的
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
た
方
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、

早
い
段
階
で
悩
ん
で

い
る
方
を
医
療
機
関

へ
つ
な
げ
る
役
割
が

大
切
と
考
え
る
。
支
援
体
制
や

医
療
機
関
と
の
連
携
は
。
③
根

源
的
な
価
値
観
を
心
理
分
析
し
、

９
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
エ

ニ
ア
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
企
業

の
研
修
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
エ
ニ
ア
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
周
知
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
相
談
件
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
相
談
は
保
健
師
が

担
当
し
て
お
り
、
丁
寧
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
②
相
談
者
を

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
た
対
応
を
図
り

な
が
ら
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、

命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
③
他

市
の
状
況
等
も
参
考
と
し
つ
つ
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

市
内
の
小
中
学
校
の
移

動
教
室
、
修
学
旅
行
の
代
替
と

し
て
、
市
内
ホ
テ
ル
を
利
用
し

た
宿
泊
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変

貴
重
な
経
験
に
な
る

と
考
え
る
。
行
事
の

実
施
に
よ
る
効
果
は
。

答
弁　

食
事
の
マ
ナ

ー
等
を
学
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
楽
し
い
思

い
出
を
作
る
機
会
と
な
り
、
今

後
の
生
活
に
役
立
て
て
い
こ
う

と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
感

じ
る
。
ま
た
、
市
の
歴
史
・
文

化
な
ど
に
触
れ
、
改
め
て
良
さ

を
認
識
し
、
昭
島
市
を
好
き
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

年
続
い
て
い
る
。
地
産
地
消
を

進
め
、
空
い
て
い
る
農
地
や
高

齢
の
た
め
、
耕
作
が
困
難
と
な

っ
た
畑
を
拝
島
ね
ぎ
や
あ
き
し

ま
さ
く
ら
の
生
産
地
と
し
て
借

り
受
け
る
。
そ
し
て
農
業
の
活

性
化
の
た
め
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を

行
う
な
ど
、
市
が
も

う
少
し
後
押
し
を
行

う
こ
と
で
、
農
業
の

活
性
化
は
更
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

農
業
振
興
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
認
定
農
業
者
制
度
の

周
知
を
図
り
、
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
農

地
の
保
全
に
努
め
、
ブ
ラ
ン
ド

野
菜
で
あ
る
拝
島
ね
ぎ
の
利
用

促
進
や
、
植
木
生
産
振
興
会
が

進
め
て
い
る
あ
き
し
ま
さ
く
ら

の
普
及
を
支
援
し
、
市
内
農
業

の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

拝
島
町
四
丁
目
、
多
摩

辺
中
学
校
の
北
側
周
辺
地
域
は
、

雨
水
管
が
敷
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、

廃
滅
水
路
に
土
砂
が
堆
積
し
て

い
る
状
況
で
、
雨
が

降
り
続
く
と
冠
水
状

態
と
な
る
。
抜
本
的

な
雨
水
対
策
を
。

答
弁　

水
路
に
つ
い

て
は
、
本
来
整
備
さ

れ
た
目
的
や
、
宅
地
化
の
状
況

に
鑑
み
る
と
雨
水
対
策
に
活
用

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

る
。
可
能
な
範
囲
で
の
雨
水
管

敷
設
を
行
い
、
雨
水
幹
線
の
枝

線
や
浸
透
人
孔
に
接
続
す
る
な

ど
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

拝
島
駅
南
口
地
下
自
転

車
等
駐
車
場
に
つ
い
て
、
自
転

車
の
一
時
利
用
区
画
が
一
杯
で
、

駐
輪
が
で
き
て
も
、
帰
宅
時
に

別
の
場
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。
弱
者
保

護
の
観
点
か
ら
も
、
ス
ム
ー
ズ

な
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

定
期
利
用
区
画
の
一
部

を
一
時
利
用
区
画
に
転
用
す
る

な
ど
、
不
便
を
か
け
な
い
よ
う

努
め
て
お
り
、
更
な
る
利
便
性

向
上
に
向
け
、
指
定
管
理
者
と

も
協
議
し
、
改
善
し
て
い
く
。

質
問　

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
①
拝
島
町
周
辺
の
幹

線
道
路
に
架
か
る
横
断
歩
道
橋

の
う
ち
、
３
か
所
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
早
期
に
補
修
す

べ
き
。
②
通
学
時
に
お
け
る
交

通
安
全
対
策
が
必
要
な
箇
所
が

あ
る
と
聞
く
。
対
応
す
べ
き
。

答
弁　

①
所
管
と
な
る
国
や
都

の
担
当
部
署
に
改
善
を
要
望
し

て
い
く
。
②
引
き
続
き
、
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
や
通
学
路
の

点
検
、
交
通
安
全
施

設
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

六
差
路
で
あ

る
田
中
町
の
栗
の
沢

交
差
点
は
、
数
年
前

ま
で
あ
っ
た
地
点
名
標
識
が
無

く
な
っ
て
い
る
。
再
設
置
を
。

答
弁　

栗
の
沢
交
差
点
な
ど
、

信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
い
取

り
外
さ
れ
た
地
点
名
標
識
に
つ

い
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、

順
次
再
設
置
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

中
沢
堀
用
水
は
崖
線
近

く
の
用
水
の
た
め
、
土
砂
が
堆

積
し
、
雑
草
が
繁
茂
す
る
。
長

い
期
間
そ
れ
を
繰
り
返
し
、
越

水
も
度
々
発
生
し
て
い
る
。
他

の
用
水
も
含
め
、
計
画
的
に
整

備
し
、
美
し
い
緑
豊
か
な
水
と

緑
の
ま
ち
昭
島
を
目

指
す
考
え
は
。

答
弁　

市
内
用
水
路

の
土
砂
の
堆
積
に
つ

い
て
、
そ
の
撤
去
に

は
多
額
の
経
費
が
必

要
と
な
る
た
め
、
緊
急
性
の
高

い
箇
所
を
確
認
し
た
上
で
、
安

定
し
た
流
水
体
系
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
土
砂
を
な
ら
し
て
流

れ
を
よ
く
す
る
な
ど
、
よ
り
安

価
な
手
法
等
を
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

質
問　

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
の

卓
球
台
に
つ
い
て
、
①
体
育
館

の
中
に
、
何
台
設
置
可
能
か
。

②
長
寿
社
会
が
進
み
、
卓
球
を

楽
し
み
な
が
ら
健
康
管
理
す
る

市
民
か
ら
増
設
を
願
う
声
が
あ

る
が
、
考
え
は
。

答
弁　

①
現
在
あ
る
２
台
を
含

め
、
４
台
か
ら
６
台
の
設
置
が

可
能
と
考
え
る
。
②
卓
球
は
誰

も
が
楽
し
め
、
健
康
増
進
に
も

寄
与
す
る
。
指
定
管
理
者
と
の

協
議
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

農
地
の
減
少
傾
向
が
毎

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

令

和

昭

島

の

会

無

会

派

採

決

の

結

果
（7）（4）（3）（3）（2）（1）（1）

令和２年度昭島市一般会計補正予算（第７号）○ ○ × × ○ ○ ○ 可　決

昭島市一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ × ○ 可　決

市議会から「米軍機の市街地上空での低空飛
行と旋回飛行の全面的中止」を求める意見書
を国に上げてください（陳情）

× × ○ ○ × × × 不採択

本会議において賛否の分かれたもの	 ○は賛成 ×は反対

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

あ き し ま 市 議 会 だ よ り No.2745　令和３年（２０２１年） １月３１日

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

馬
場 　

保  

議
員

多
摩
辺
中
学
校
北
側
地
域
の

雨
水
対
策
に
つ
い
て

無

会

派	

南
雲 

隆
志  

議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
昭
島
市
の

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

山
本 

一
彦  

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

森
田 

久
夫  

議
員

安
心・安
全
な

街
づ
く
り
に
つ
い
て


